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　　葉っぱが落ちて木々のシルエットが見えてきました。　

残った柿を食べに小鳥達がやってきます。　ベランダで

シーツを干していると、シーツの向こうで、私に気づかない

小鳥たちが、 チージュクジュク、チリリ・ ・ ・と鳴きながら、

熟した柿にくちばしを突っ込んで、 美味し

そうに食べています。　メジロ、エナガ、シ

ジュウカラ、 小鳥達はひとしきり食べると、

風に散る木の葉のようにパーと飛んでい

きました。

　　冬は鳥達が急に身近に感じられます。

　落葉のおかげで、姿が見えやすくなるの

と、冬鳥たちの訪れがあるからです。

　広袴公園の調整池に行ってみると、カモの種類が

増えていました。　いつも池にいるのは、 カルガモ、

アイガモ、 バン、 カイツブリ、 カワウ、サギたちですが、 冬

鳥として渡ってきたのは、マガモ、コガモ、オナガガモ、オ

カヨシガモたちです。  去年見たハシビロガモはまだのよう

です。 遠いシベリア方面からこの池を目指して、 はるばる

渡りの旅をしてきたカモたち。 ゆっくり滞在してねと、 思いま

す。

　冬の寒さの中で、季節はずれの幼虫が一匹、庭の柑橘類

の鉢植えで、 生きています。  秋の終わ

りから、少しずつ成長していたのですが、

小さな柑橘類の葉を食べ尽くし、 寒さに

縮こまっているようでした。　心配になっ

て、鉢にユズの葉の枝を挿し、部屋に入

れました。 じっとしているので、 弱ったの

かなと触ったら、 ニュ ッと赤い臭角を出

しました。　クロアゲハの幼虫です。　蛹

越冬なので、小さくてもいいから早く蛹に

なって欲しいと思います。

　しんとしていると、かすかにポリポリと聞こえるのは、

ユズの葉を食べている音です。  ポリポリの音と、 小さな黒

い糞は、幼虫の生きている証しです。

　元気な冬の鳥たちと、季節はずれの幼虫、どちらも気にか

かる私の冬の仲間です。

クロアゲハ幼虫


